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鍛冶屋台 29号住居跡 (後期)

鍛冶屋台後期住居跡出土土器

勾玉形石製模造品
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(4) 長倉宮ノ前遺跡

宮ノ前遺跡は 、 鍛冶屋台遺跡の小谷を隔てた西に位置し 、 弥生前期を先に

紹介したが、 遺跡の中心は古墳時代から平安時代の住居跡が 12 5 軒検出され

た集落遺跡である。その中で古墳時代は後期の住居跡が 47 軒あ I J 、 大宮神

社のある遺跡の西部に分布する。住居跡は一辺 4 ~ 9 m と 、 鍛冶屋台遺跡に

比べてばらつきが大きいほかは 、 竃の位置、 仕切り溝などよく似ている。遺

物は土器では褒 ・ 甑 ・ 杯 ・ 高杯 ・ 碗などがあり 、 宮ノ前遺跡では鍛冶屋台遺

跡に比して高杯が多〈 、 増が少ない。それ以外の褒 ・ 甑 ・ 杯などは 、 よく近

似しているまた 、 宮ノ前遺跡では須恵器が多〈 、 中でも 111 号住居跡からは

2 点のはそうが出土しているのが特筆される。そのほか土玉 ・ 鉄鎌 ・ 鉄皇族 ・

鉄 j宰 ・ 草稿羽ロなどがあるなどがある。

このように宮ノ前遺跡と鍛冶屋台遺跡どでは 、 ほぼ同時期で隣接していな

がら 、 住居規模、 遺物の種類などに違いが見られる。鍛冶屋台遺跡は住居跡

・ 遺物が平均的であるのに対し 、 宮ノ前遺跡は住居ごとの差が大きい。これ

は一つヒン ト と考えられるのが、 宮ノ前遺跡には大宮神社の存在であろう。

古墳時代、 土地の有力者が大宮神社を造立し 、 神社の祭紀を掌って 、 集落を

形成していったと推定される。おそらく宮ノ前遺跡の須恵器は 、 神社の祭紀

に使われたものであったかもしれない。

長倉宮ノ前遺跡



宮ノ前 54 号住居跡

宮ノ前 64 号住居跡

宮/前 111 号住居跡出土土器
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(5 ) 小川台古墳群

小川台古墳郡は 、 栗山川左岸のひとつあくにはいった標高 40m台地上にあり 、

台地は東西 1km、 南北 500mの平坦な下総下位面で 、 古墳はその台地全体に分

布していた。昭和 40 年代で 18 基確認されたが、 現在 は 6 基が残るのみとなっ

た。当時で古墳は 、 前方後円墳が 5 基、 円墳が 12 基 、 方墳が l 基があった。

現在なくなった古墳の多く は、耕地整理のため事前調査した後、青1I 平されて

消滅した。調査は昭和 49 年、 芝山はにわ博物館が中心となって実施され、 育1 I

平対象の 1~ 5 号墳の 5 基が発掘調査された。

調査された古墳の中で最も特筆されるのが、 形象埴輸が多数出土した前方後

円墳の 5 号墳である。 5 号墳は墳丘長 30m、 後円径 21m、 墳丘高 は 2 .65m と、

さほど大きくない前方後円墳で 、 墳丘の残存状態は良好であった。埋葬部 (主

体部)は後円部の墳7買にあり 、 幅 1m、 長さ 4 mの土坑で 、 直葬主体部であっ

た。埴輪は墳丘左側 (北西側) 墳丘中段部に設置したように下半部出土し 、 上

半部は墳丘下に散乱していた。埴輸の形状は武人像が 4 、 男子像が 1 、女子像

が 4 、 馬像が 5 、 そのほか鶏 ・ 水鳥 ・ 鹿などが確認されるが、 円筒埴輪はない。

主体部からは鉄製直刀 6 振 ・ 刀子 ・ 銚 ・ 勾玉 ・ ガラス玉などが出土した。

このほか円墳の 1 号墳からは 2 基の主体部が検出され、 鉄製の剣 ・ 鉾 ・ 嫉 ・

斧 、 滑石製模造品の有孔円板、 臼玉が出土した。方墳の 4 号墳からは刀の鍔、

須恵器の長頚瓶が出土した。

小川台古墳郡は 、 発掘された古墳の出土遺物から 、 6 世紀から 7 世紀に築造さ

れ、 埴輸が出土した 5 号墳がその初めの頃で 、 長頚瓶が出土した 4 号墳が最後と

なるものである。

小川台古墳群古墳分布



授)

29 



小川台 5 号墳出土埴輪
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4号噴出土の須恵器長顕瓶

5 号墳出土の直 77

1 号噴出土の鉄製品
小川台古墳出土須患器 ・ 鉄製品
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(6) 宝米古墳群

宝米古墳群は 、 栗山川左岸の広〈平坦な下総下位面台地に、 かつては 10

数基はあったといわれるが、 昭和 30 年代の耕地整理によって 、 大半がかl 平

消滅した。その削平されるとき 、 石室検出の報を受けた当時早稲田大学にい

た杉山晋作氏によって調査、 作成されたのが下の図である。

宝米古墳群は現在、 南西端に l 基見るのみで、、かつての古墳群の面影はな

。
、

L
 

小一

山o 
里担

M 

残された宝米古墳

古墳の近景

宝米古漬群卦布図及び宝米 6 号噴石室実醐図(杉山付図)

号所収の宝米古墳石室実演IJ 図

第 2 図

金鈴
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(7) 夏台古墳

夏台古墳は 、 栗山左川岸の篠本夏台の下総下位面台地に昭和 60 年頃には

確認されていたが、 平成 7 年から始まった発掘調査の時には 、 墳丘はすで

に消滅していた。

平成 7 年から 8 年にかけての発掘調査では 、 遺跡の南半分が実施され、 5 

基の古墳跡と埋葬施設 (主体部) が検出され、 古墳群が存在したことが証明

された。古墳の跡は墳丘の周 I J に掘られた周溝から分かり 、 その溝の形から

円墳と方墳がそれぞれ 2 基と主体部のみ l 基があった。主体部はいずれも周

溝に囲まれたほぼ中央部から検出され、 そのうち円墳の 2 号墳は 、 その跡の

形状と散乱した石片から横穴石室であったろうと推定される。それ以外の主

体部は底面に石をはめた溝と石片が検出され、 箱式石棺であったと思われる。

しかし 、 いずれも石室 ・ 石棺の石材は悉〈持ち去られ、 石片のみが認められ

るだけであった。従ってこれらの主体部からの副葬品は 、 ほとんど望むべく

もなく 、 僅かに鉄製品の破片が出土したのみであった。。けれども 1 号墳南

側に同期土坑墓が検出され、 ガラス玉、 璃瑠製勾玉、 水品製切子玉が出土し

たのは 、 盗掘をえれたためであろう。

2 号墳 ( 左上部が石室跡)
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夏台遺跡 3 号墳
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3 号墳埋葬施設
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(8 ) 篠本城山遺跡

城山遺跡は 、 古墳の存在は発掘調査するまで不明であったが、 平成 5 年か

らの発掘で 、 古墳の跡と埋葬施設の検出で存在が明らかとなった。古墳の跡

は台地中央部に 2 基確認され、 墳丘の周りに掘られた周溝が検出された。い

ずれも円墳で、 1 号は周溝内径が 16.5m、 周溝幅 1.8 '"'-' 5 .5m、 深さが 0.2

'"'-' 0.7 5mである。 2 号は周溝内径 1 2 .8mで一回り小さ L 、。どちらも埋葬施

設は検出されず、 墳頂部にあったろう。なお、 本遺跡は中世城郭が主体で、

古墳跡内にはほとんど中世遺構がないことから 、 築城日寺には墳丘があったも

のと推定され、 おそらく物見台と し て利用された可能性も考えられる。

また 、 遺跡北部には周溝を伴わない埋葬施設が 2 基検出され、 1 基は 2 段

掘りの直葬墓、 もう 1 基は組石石棺であった。直葬墓は北東側に枕石があり 、

坑内に散乱するようにガラス玉、 琉泊棄玉、 鉄鎖が出土し 、 後世に荒らされ

た痕跡がある。石棺墓は北東倶1)斜め半分が堀で壊され、 そのためかはわから

ないが、 被葬者骨及び言1) 葬品等は出土 し なかった。

このほか、 本遺跡からは古墳中期の住居跡、が台地よから 2 軒、 東側斜面下

位で 3 軒検出された。特に台地上の 2 軒は 、 遺物が少なく古墳や埋葬施設と

何らかの関係が考えられる。

城山 1 号墳跡、
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1 号埋葬施設 2 号埋葬施設

18 号住居跡

。800_

@ 

1 号墳出土はそう
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(9 ) 神山谷遺跡、

神山谷遺跡、は 、 城山遺跡の小谷を隔てた東倶1) の、南北に細長い台地にあり 、

台地先端近くの高所に古墳跡が検出され、 先端斜面部に方形周溝墓や住居跡、

などが発見された。古墳跡は 3 基、いずれも周溝が台地先端近くで検出され、

形状は円形で、 主体部は発見されなかった。また 、 方形周溝墓は台地先端に

近い斜面部で、 山恨1) に溝が残っていた。いずれも埋葬施設は検出されず、 時

期的には確認できないが、 方形周溝墓は溝から古墳中期の土器が出土し 、 時

期を知ることができた。

‘ h 

・・-----

神山谷遺跡、台地先端の古墳群

神山谷遺跡先端斜面部から検出された方形周溝墓
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神山谷遺跡、 1 号住居跡、
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神山谷遺跡 11 3 号住居跡、
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神山谷遺跡 120 号住居跡、 出 土土器 (古墳前期)

神山谷遺跡方形周溝墓出土土器 (古墳中期 )

。 o 0 0 0 (1 

0000  

神山谷遺跡、 出 土の宝飾品等
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(1 0) 芝崎古墳群

芝崎古墳群は 、 前面に九十九里平野を望む栗山川左岸の台地にあり 、 東西

に連なる台地に 10 数基の古墳が分布する。古墳は前方後円墳 2 基、 円墳が

10 基ほど数えられる。同古墳群は正式には調査されておらず、 その分布位

置、 規模、 基数などは性格には捉えられていない。

また 、 芝崎台地の前面の低地遺跡、 芝崎遺跡、 中島遺跡からは 、 古墳時代

中期から後期の遺物が出土しているが、 住居跡等は検出されていない。

芝崎古墳群分布



(ll) 傍示戸遺跡

傍矛、戸遺跡は、栗山川左岸で同川を望む台地上にあり 、古墳群のある小川

台が東隣に位置する。台地の北部には寅問台古墳があり 、 南部から平成 16

年の古墳時代中~後期の住居跡 14 軒と掘立柱建物跡 1 棟が検出され、集落

遺跡があることが分かった。住居跡は一辺 3 ~ 5 m と 、こ の時期としては小

規模で 、 床面までの深さも浅く 、 遺物も少ないことから 、 パイオニア的集落

であったと思われる。

傍矛、戸遺跡空中写真

傍示戸 6 ・ 7 号住居跡

8 号住居跡
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